
研 究 成 果 概 要 

 

平成17年度採択分 
平成20年7月30日作成 

 
研究課題名 道路機能に対応した性能目標照査型道路計画・設計手法論の研究開発 
研究代表者及び共同研究者 
・研究代表者氏名（ふりがな） 中村 英樹 (なかむら ひでき)1) 
・共同研究者氏名（ふりがな） 大口 敬  (おおぐち たかし) 2) 
    桑原 雅夫 (くわはら まさお) 3) 
    森田 綽之 (もりた ひろひさ) 4) 
    尾崎 晴男 (おざき はるお) 5) 
所属研究機関・役職 

1) 名古屋大学大学院 工学研究科 教授 
2) 首都大学東京大学院 都市環境科学研究科 教授 
3) 東京大学 生産技術研究所 教授 
4) 日本大学 総合科学研究所 教授 
5) 東洋大学 工学部 教授 

 
【研究の概要】 
道路のトラフィック機能，アクセス機能に対応した交通性能を十分発揮しつつも，コ

ストを抑えることのできる，合理的な道路構造と交通運用の組合せを導入可能な，性能

照査型の道路計画設計手法を提案し，その実現に必要な要素技術に関わる基礎的研究を

進めることによって，本手法論を体系的に提示した． 
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（研究開始当初の背景・動機） 
日本の道路交通は，本来その道路に求め

られるはずのトラフィック機能やアクセス

機能に対応した望ましい性能が十分発揮で

きるものとなっておらず，道路構造や交通

運用の上で，多くの改善の余地が残されて

いる．コストを抑え，かつその道路に必要

な機能に応じた性能を十分に発揮させるよ

う交通の質を改善可能な，コスト・パフォ

ーマンスの高い道路として整備・改良を施

していくことが必要である．これらに対処

するためには，従来の日本の道路計画設計

手法では限界があり，柔軟な発想に基づく

技術的工夫を取り入れることが求められる．

機能に対応した性能を実現するために必要

な道路構造と交通運用の組み合わせを柔軟

に採用する，性能照査型道路計画設計手法

の導入が必要である． 

（研究の目的） 
その道路の持てる交通性能を十分発揮し

つつもコストを抑えることのできる，合理

的な道路構造と交通運用の組合せを導入可

能な，性能照査型の道路計画設計手法を提

案し，その実現に必要な要素技術に関わる

基礎的研究を進めることによって，本手法

論を体系的に提示することを目的とする． 



（研究の方法） 
研究の方法は下図の通りである． 

（研究の主な成果） 
主な研究成果は次の通りである：①道路

機能に対応した道路階層区分の提案，②道

路利用特性の分析と利用特性カテゴリ推定

手法の開発，③年間を通じた時間交通需要

推計手法の開発，④トラフィック性能曲線

の定式化，⑤往復2車線道路の追従状態評価

手法の開発，⑥信号交差点を含む道路区間

の性能照査法の開発，⑦性能照査型道路計

画設計手法の体系化，⑧性能照査型道路計

画設計のケーススタディ，⑩ソフトウェア

パッケージの作成． 
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（今後の展望） 

各種技術の精緻化とデータ更新による手

法の改良を，継続的研究活動によって地道

に行っていくことが重要である．また，計

画設計現場における実務的課題とのすり合

わせを行うことによって，手法の適用性を

高める．そして，実用化のための段階的展

開スキームを検討する． 

（道路政策の質の向上への寄与） 

本研究開発において性能照査型の道路計

画設計手法を開発し，交通の性能，すなわ

ち道路の質の向上とコスト削減の両立が可

能であることを示したことは，今後の道路

の改良整備を進めていくに際して，有益な

技術指針を提示するものとして道路政策の

質の向上に寄与する． 
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